第３回鶴岡市介護保険事業計画等策定懇話会　会議録
○ 日　　時　　　平成３０年１月３１日（水）　午後１時３０分～午後３時００分
○ 会　　場　　　鶴岡市市役所　６階大会議室
○ 出席委員

　　　小林達夫、日向常浩、渋谷広之、小泉泰子、土田兼史、清野肇、佐藤規子、佐藤豊継、齋藤榮三郎、岩浪武司、篠田太朗、鎌田剛、伊藤貫正、深澤一雄、渡部文子、松浦章、五十嵐一美、山本佳、
○ 欠席委員

     遠藤豊喜、五十嵐祐子
○ 市側出席職員

      健康福祉部長 齋藤功、長寿介護課長 佐藤正直、長寿介護課長補佐 髙橋厚子、
長寿介護課主査 五十嵐美恵子、長谷川洋子、加藤早苗、同課高齢者支援専門員 、
上林一志、石井美喜、佐藤正、同課専門員 池田勝人
　　　（庁舎から）藤島庁舎市民福祉課長　伊原千佳子　羽黒庁舎市民福祉課長　押井新一、
櫛引庁舎市民福祉課長　天然せつ　朝日庁舎市民福祉課長　佐藤美鈴、
温海庁舎市民福祉課長　佐藤美香
○ 公開・非公開の別　　　公開

○ 傍聴者の人数 　　　２名
１．開　　会　　（午後１時３０分）
２．挨　　拶　　（会長：土田兼史）
３．協議事項（議長：会長）
（１）第７期介護保険事業計画の給付見込みと保険料について（説明：池田長寿介護専門員）
○ 委員　資料１Ｐ２の平成３０～３２年度の地域支援事業の細かい中身を知りたい。また、総合事業の住民主体サービスＢの基準の見直しはあるのか。
　○ 事務局　予算は議会を経て決定となるので、現時点では言えないが、具体的に何について知りたいのか教えていただければ、可能な範囲で対応させていただきたい。

　○ 事務局　地域支援事業とは保険給付を除いたところの介護に係る費用であり、介護予防や地域包括支援センターの費用などとなる。住民主体サービスＢの基準は来年度見直す予定である。ただ、その詳細についてはまだお話しできない。
（２）第７期介護保険事業計画等の素案について（説明：髙橋長寿介護課長補佐、加藤主査、五十嵐主査）

　○ 委員　Ｐ８体系図にそれぞれ何ページから始まるか載せた方がわかり易い。Ｐ１３の生活支援体制で地域ごとに生活支援コーディネーターを設置するとある。しかし生活支援コーディネーターはＰ１４の図らせんに出てくるが、その先のどのページにも見つからない。Ｐ１５の図は昨年と同じ。今後、生活支援コーディネーターは具体的にどういう所に配置するのか。
　○ 事務局　現在、長寿介護課内に第１層の生活支援コーディネーターを１名配置している。今後、それぞれの生活圏域ごとの地域に第２層の生活支援コーディネーターを置く予定である。厚労省から平成３０年度中に第２層に全市町村に置くこととされており、生活支援にまつわる地域資源を繋ぐ役割となる。そして生活支援コーディネーターと一緒に地域の生活支援を考える「協議体」の設置も行わなければならない。具体的にどこに誰をということは今後の予算に絡み、示せない。役割としては、例えば地域の祭りや商店街などの行事に飛び込んで行って色々なところに顔を繋ぎ、情報共有し地域をつないで生活支援を推進していく方となる。その中で生活支援の体制を構築する、体制図のいたるところに登場する役割となる。
　○ 委員  　Ｐ１６の担当地域とはどのような範囲か。地域包括支援センターごとか。
  ○ 事務局  様々な取り組みはこれまでもコミセンや地域庁舎単位などで行ってきた。これは今後も変わらない。第２層の生活支援コーディネーターはそれらいくつかの地域を持つことになる。形としては地域包括支援センターに配置したとしても、それぞれの地域に入り込むイメージである。ただ現時点で決定ではない。
　○ 委員 　 平成３０年度中に置くということか。
　○ 事務局　平成３０年度のできるだけ早い段階で実現したい。
○ 委員　  　Ｐ２８中、居宅介護事業所とはどこを指すのか。
　○ 事務局　「支援」が抜けており、「居宅介護支援事業所」のことである。修正させていただきたい。
　○ 委員　  Ｐ１１「有償で活動することが一層重要となる」と書かれているが、これは私の意見だが、有償ボランテイアとは低賃金の労働者と考えている。ボランテイアに名を借りてそういう使い方をしないで欲しいし、そのようにならないようお願いしたい。また、老人クラブについてどのような情報提供と協力を行うのか。旧市内の老人クラブは高齢で事務や会計などを担う方がいなくなり、総崩れ状態と思える。今後どんな協力をしていくのか。
○ 事務局　 老人クラブへは市から補助金を支出し一部援助している。クラブ組織としては最大であり、地域への貢献度も大きい重要な団体と考えており、今後も地域の高齢者の牽引役ということで、支援して行きたい。
○委員　　　Ｐ２４（３）在宅医療・介護連携推進事業についてだが、「縦割り的な施策」を解決する具体的な方法、方向について教えて欲しい。

○ 事務局　　これまでも、健康課と長寿介護課で健康づくり、予防活動などを一緒に内部で検討している。ただ今後、地域包括ケアシステムを構築推進していくためにはこれだけでは足りない。今年度、地域振興課、コミュニテー振興課、福祉課などと一緒に会議を持ち、内部での横の繋がり持つ重要性を実際自覚した。一緒に同じ目標に向かってそれぞれどのように連携していけるか詰めているところである。
○ 委員　　会議やプロジェクト会議だけでなく、今後は「地域ケア推進室」的なところもあるといいのでは。
○ 事務局　子供の貧困や発達障害など各課にまたがる問題もあり、健康福祉部の体制の見直しも検討しているところである。
○委員　  　Ｐ２３、８の「介護者に対する支援の充実」についてだが、前は委託を受けて年２回やっていたものが今は年１回となっている。確かに認知症カフェなど新たに介護者同士が交流する機会も増えてはいる。ただ当方の社会福祉法人事業として家族会に１００名ほど登録しており、年会費1,000円を頂いて介護者の集いを行っている。研修などのあとゆっくりしていただいており、それに１５名ほど参加しており、日頃の介護に共通する話題で、気分転換などの効果などで大変喜ばれている。介護する家族は共感し合ったりして、リラックスする会は重要である。介護者を支援する会は各事業所でも行っている。それぞれの会の利用者の代表を中心とする組織化して何かできないか。

　　○ 事務局　介護者への支援は非常に重要である。しかし限られた人しか参加していない現状がある。外出する機会のない人をいかに出てきてもらって、リフレッシュしてもらえるか方法を考えたい。よって新たな方法を考えていく。またそれぞれの事業所でも支援をやっていただいているので、情報交換などをしながら進めたい。
○委員　 （３）「高齢者が外出しやすい交通環境づくり」についてだが、庄内交通で学生が１００円で行ける区域を設けるとのこと。高齢者にも似たような支援は考えていないのか。

○委員　　同感だ。羽黒地域でも「いきいき百歳体操」に力を入れている。ただ行けるのは近くの人や車のある人などに限られる。今後、より多くの人から来てもらうためには交通問題は大きい。
○ 事務局　外出支援として交通問題について、既に地域振興課やコミュニテー推進課、福
祉課など、部や課を超えた担当者会議を開催している。今は明言できないが、
支援する方向で集まって話し合っているところである。
　　○委員　 　この会議でもっと具体的な事業名や内容を教えていただけるのかと思っていた。また事業について、 以前福祉ボランテイア養成講座を受講した人たちがやる気満々で、現在、ミニデイサービスなどを長年行っているが、この事業が終了すると聞いている。今後、介護予防にも車など交通手段のない人は行けない。がっかりしている。そういう人が活動できる場を考えてもらえる余地はあるのか。

○ 事務局　　市の仕組みでは単年度ごとの予算となり、具体的な話ができず申し訳ない。

　　　　　　総合事業に移行してから国では効果のある介護予防事業として頻度、内容などを明確にしており、それに従い見直しを行った。しかし、いくつかのメニューがあるのでそれを一緒に検討していきたい。
　
　　○委員　  　温海でもミニデイサービスを行っているが、確かに、介護予防についてこの策定計画通り実施できれば大変素晴らしいと思う。ただ実際には、回数など、お世話役などできる人材が少ない。

ミニデイサービスに替わるものの、回数など多くなり大変だが、実現できればいい。
○ 事務局　ミニデイサービスについて、これまでの功績は大変評価している。いくつかのメニューがあるのでそれを一緒に前向きに検討していただきたい。
○ 委員　　「フレイル予防」という言葉があるが、この言葉は社会的に認知された言葉なのか、またこれにピタッとくる日本語はないのか。意見であるが「いきいき百歳体操」を町内会で行ったところ、大変良い副産物があった。はじめは「通いの場」づくりとして取り組んで、自分も一緒にやったところ身体機能維持向上の効果を実感している。良い刺激もある。きちんとした身なり、身を整えて通ってくることで、良い刺激となっている。歩いて来られる範囲でうまく出来ればいい。効果はあると実感している。

○ 事務局　「フレイル」とは簡単に言うと「虚弱」という意味である。身体的な意味だけでなく社会参加も含めてという意味もある。先ほどのように身なりを整えて外出することも重要としている。今は一般的でないかもしれないが「ロコモ」や「メタボ」のように広く浸透していく言葉と考えている。内部でも議論した部分であった。
　　○委員　　　意見だが、Ｐ２３（８）の小さな拠点づくりについて「推進します。」と言い切っているが、全国どこの自治体もこの事業は苦戦している。本市では朝日大網地域のみだが、やはりなかなか難しいようだ。この拠点地域がどんどんできるのかと市民は思うのではないか。誤解を受けない表現にした方がいいのでは。

○ 事務局　　地域振興課担当の部分である。市としては取り組んでいかなければならないということで、敢えて載せた。委員の意見を参考にしたい。

○ 委員　　　全体的に「支援する」「仕組みを作る」など曖昧な表現が気になる。計画なので仕方がないのかもしれないが。今一度、精査したらどうか。横断的にやった場合、この計画の進行管理はどこが行うのか。全体調整はどのように進めるのか。

○ 事務局　　　基本的には標題に沿った部署で、他課と連携しながら進行管理を行っていく。この計画については長寿介護課で進行管理を行うこととなる。
○ 事務局　　　地域福祉計画など総合的に束ねる機能や部署の検討もしていく。

　　　　　　
４．その他　　
　　　事務局より今後の日程（資料２のＰ３１計画策定の日程）について説明した。

５．閉　　会　　（午後３時００分）　
1

